
 
 

 

【応募要項】 

対象 小・中学生 毛筆の作品に限ります。 
学校やクラス単位の応募は不可。個人で応募して下さい。  

作品の大きさ 基本、学用半切。個人でお持ちの仮巻や表具に設

置した作品可、但し当館のパネルの高さに合っている作品。 床

上最長 240cm。当館所有の仮巻は学童の書初め半切用です。 

題 字 各自自由・・・学校で習っている字や好きな字で可。 

  ◆作品展会場 東田川文化記念館 ギャラリー藤 

    作品に賞はつきません。 

作品の募集期間 令和 6年１月４日（水）～7日（日） 

作品の持込   東田川文化記念館 管理棟へ 夕方５時まで 月曜休館 

          作品と同じ半紙を 1枚添付願います。 

 

作品の展示期間 令和６年１月 20日（土）～2月 18 日（日） 
 

作品の返却   令和 6年２月２２日（木）以降 
 

 

 

     

指導者 ＪＡ庄内たがわ藁工芸部会のみなさま  

１２月１６日（土）午前９時 30 分～１２時   

会場 明治ホール      

参加料 650円 （当日集金） 

対象 小学生から大人  

定員 20名    

持ち物   

各自水分補給のための 飲み物 

お申込み 東田川文化記念館 

定員になり次第受付終了。 
 
辰年は 令和 6年（2024） 平成 24年（2012年）平成 12年（2000）昭
和 63年 51年 39年 27年 15年 3年 大正 5年（1916）明治 37年（1904）
25年 13年 明治元年（1868）であります。 
辰年は陽の気が動いて万物が振動するので、活力旺盛になって大きく成長し、形が

ととのう年だといわれています。また、たつ（竜、龍）は十二支の中で唯一空想上

の生き物で、権力や隆盛の象徴であるため出世や権力に大きく関わる年と言われて

います。 

 竜は古代中国の神話で神獣とされ、中国では皇帝のシンボルとなっていま

す。竜顔＝帝王の顔、竜衣＝帝王の衣服、竜影＝帝王の姿など帝王にまつわる

ものには竜がつくことが多く、最上級の意で竜をつけます。また、竜は四神（青

竜、朱雀、白虎、玄武）のひとつで、水中に棲むとされ、なき声で嵐や雷雲を

呼び、竜巻となって昇天し飛翔します。アニメ映画「千と千尋の神隠し」のハ

ク様もニギハヤミコハクヌシという竜ですね。写真の辰と似ていますね。 

☆12 月 年末年始休館 12 月 29 日（金）～1 月 3 日（水） 
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今年の 3月 20日に旧東田川郡役所及び東田川郡会議事堂が国指定史跡

に認定され、県内外から来館者がおいでになります。明治時代の建物

が残っていること、使われていることに驚かれ「これからも残してく

ださいね」と言われます。「古きを温
たず

 

ね新しきを知る」のごとく、藤島に 

郡役所が建てられた理由など、藤島 

の子ども達が社会科などで見学に来 

た時に説明し、ずっと誇れる国指定 

史跡でありたいと思います。 


